
二ホンザル花粉症モデルの作山と減感作嫉法の

拭み､耶14回日本盟長柄学会 (1998LF･6F7､岡

山).霊長規研究 14:256.A

25)リナ･ステイアジ･パンパン･スリョプ ロト･

竹中修 (1998)スラウェシマカクの起源と進化｡

耶14回日本霊長柳学会 (1998年6月､岡山)盟

長切研死 14:253.

二ホンザル野外観察施設

大将秀行 (施設長 ･兼)･接遇邦夫 ･

室山泰之1)･足滞貞成2)

本施設の運営は､上記3教官のほか.鈴木

兄 (社会構造分野)の協力を得て進められた｡近

年､野生ニホンザルの人里へのは近と､崩作物披

辞の増加が全国各地から報告されるようになっ

た｡一方で日本国有税であるニホンザルの保班管

理学､あるいは保全生物学の分野をより充突させ

るべきだとの､社会的な要調も強くなっている｡

こうした状況の変化にあわせて､本施設の研究内

容も少しずつ変わってきている｡すなわち､各地

研究林.視察ステーションを維持し､基本的な生

態学的fi料の収集を続け､長期継続視察研究の基

盤位偏をするという本来の活動を行いながらも､

それに加えて野生ニホンザルの保全生物学的な研

死､およびその拠点としての活動にも械極的に取

り組んでいる｡今年度も具体的には､｢西日本ニ

ホンザル ･フォーラム｣の開催､本州各地野生ニ

ホンザル分布情報のとりまとめ､福井県等で行わ

れようとした野生ニホンザルへの避妊処田中入間

越の検討と撤回要言乱 鳥獣保甥法改正をめぐる間

招点の検討などが行われた｡

今年度は財政桐追改革法による15%予算別

か戊という､非常に苦しい状況の下での運営を強い

られた｡施設運営にかかわる経費は設立当時から

全く変わらないままであり,これまでも実質的に

は目減りするばかりであった｡人的な補充もまま

ならず､徐々に5ヶ所の研究林.観察ステーショ

ンの道営そのものが苦しくなってきていることは

否めない｡こうした現状認識から､下北 ･屈久

CJ･率Clの3研究林 ･税察ステーションにより血

点をおいた運営を行っている｡そのため上信越 ･

木田研究林での研究晴朗がややなおざりにされが

ちであるが,上記した保全生物学分野への取り組

みとも相まって､将来の新たな形での円編成を模

索している｡

平成10年腔の各地ステ⊥ションの状況は､次の

泊りである｡

1.帝CJ祝祭所

事由では昭和28年に餌付けが成功して以

来､全頭個体純別に誠づいた群れの長期継続観察

が行われている｡平成11年1月になって.5代目

ボス ･ノソが31才で死亡した｡これは幸島で確認

された最長寿記録である｡それにともなって20才

になるケムシが6代目ボスになった.昨年の秋か

ら冬にかけて島内の自然食物が凸かだったため

か､16頭 (オス7､メス9)もの山産があり､内

5頭 (オス1､メス4)が年内に死亡した｡他に

ノソを含めて6瑚 (オス2､メス4)の死亡があ

り､平成11年3月の時点での島内の個体数は.マ

キグループ約10甥を含め98頚である｡今年の冬.

マキグループのボスもヨタカからトンボに変わ

り､また主群からメスのナス (9才)が移籍して

いるのが確認された｡その意味では､社会的変動

の激しい1年であった.

ここ歎呼は由との問にできた船だまりの方

に砂が溜まるせいか､.FI)は地続きになることが少

なくなっている.その.a･味では安定した管理が行

いやすい状態にあるが,釣り客の増加により,餌

となるオキアミを食う個体が増えており､その中

に含まれる防腐剤等の形轡が心配されている｡

｢事由独生息地保班対策検討委員会｣が文化庁の

指串の下に閃かれており,継続的に幸島の保全策

が議論されている｡また島内の宿泊施設が老朽化

してきたため､なんらかの補修が必要になってき

ている｡毎年､少しずつ宿泊施設の方に押し出し

てくる砂の蓄積も問題だが､いずれも根本的な解

決策は兄いだせないでいる｡今年度は森 (生態機

構分野)によってマキグループのグルービングの

ありかたが調査された｡

2.下北研究林

昨年度､下北半EIJ北西部の群れが南下して､

伺四郎域のサルと分布を捜するようになり､二つ

の個体群が合して一体となったことが確認されて

いる｡南西部からの南下は,これまで調査されて

きている下北-Z群の分裂によるものだが､その後

の経綿が今年度も継続観察の対象となった｡今年
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の冬の調査では､佐井村内に下北-Zl､-Z2､-Zla

の3群を確認し追跡することができた｡これらの

群れは.その遊動パターンや群れの構成等々､ま

だそれぞれに安定した状態にはいたっていないよ

うに思えた｡佐井村内には､それ以外にも下北-Y

群が存在することが知られており､今後これらの

群れがどのように変わっていくのか､特に南西部

の群れとの関係でどのような関係を作り上げるの

かが.注目されている｡

今年度も下北野生生物研究所が､下北半島

北部を中心とした調査を精力的に進めている｡ま

た松岡 (脇野沢村在住)を中心とした下北サル調査

会が南西部のサルを､そして鈴木延夫 (北大 ･文)

等が北西部域のサルを､青森県が南西部のサルを

中心とした調査を継続して行っている｡下北研究

林は､半島内のサルのすむ地域全体を含むものと

して設定されているが､全体的な把握は容易では

なくなってきている｡こうした数多くの調査チー

ムと迎桃をとりあいながら.継続して地域全体の

ニホンザルについて把握していきたい｡

3.上信越研究林

上信越研究林は今年も人手不足から十分な

調査が行えていない｡また山本氏の死去により､

観窮小屋の維持管理がやや難かしくなっている｡

外壁や､屋根の庇部分に多少痛んできた部分があ

り､今後どのように維持し活用していくのか､検

討を盃ねている段階である｡もう一つ調査が難し

い理由は,オリンピック関連の緒工事が多かった

せいもあって､観察小屋周辺の環境が大きく変わ

り､近くに野生群を兄いだしにくい状況になって

いるためである｡周辺の研究機関とも議論を重ね

ながら､将来の方向性を探っている｡

4.木曽研究林

木曽研究林も､昨年同様十分な調査が行え

なかった｡この地域のニホンザルも人里への接近

が顕著で,何度となく捕沸されてきた経組がある｡

人為的に継続して行われている集団捕狸が､野生

ニホンザルの個体群にどのような影響を与えるの

かを明らかにするためのフィール ドとして､その

経緯を追跡調査している｡

5.屋久島研究林

屋久島研究林における研究活動は今年度も

活発で､採食の性差 ･年齢差 (山極 ･半谷 :京

大 ･人類進化論),繁殖期のメスの採食と交尾行動

の関係 (松原 :霊長研 ･大学院生).オスの繁殖成

功度 (早川 :霊長研 ･大学院生),交尾戦略の行動

遺伝学的解析 (Soltis:霊長研 ･招へい外国人学

者)などのテーマの研究がおこなわれた.また,

DavidHillによるコウモリ類の調査､Peterによ

る種子散布の研究などが行われ.好広 (花谷大)

らによる高地山岳部での分布調査や古市 (明治学

院大)などによる調査も継続されている｡さらに

短期間､屋久島を訪れる研究者の数はかなりの故

にのぼり､関連分野以外まではその実数を把握し

きれない状態である｡また今夏は.生態学研究セ

ンターが中心になった第4回西太平洋アジア国際

野外生物学コースが開催されるなど､屋久島研兜

林とその周辺での研究活動に対する期待は非常に

高まっている｡

そうしたなか､屋久島祝祭ステーションは

無人であるため､管理運営を如何に全ての人が守

れる､納得のいく方法として確立してゆけるかが

問題になっていたが､今年度は長期紺在者らの協

力を得て､なんとか新しいルールをスタートさせ

ることができた｡経常経費以外に多少の予井的如

付けも得られたことから､観察ステーションの研

究条件改善のための作業を行うことができた｡今

後も､利用す声研究者たちと連絡をとりながら､

できるだけ多くの人にとって使いやすいものにし

ていきたい｡

く研究概要)

A)ニホンザルの社会生態学的､とくに自然群の

環境利用と個体群の構造

波速邦夫 ･足摺月成

ニホンザルの群れの連続した分布をゆるす

環境で､遊動する群れが示す生活と社会科境をと

らえ､生存に必要な条件をあきらかにするため.

屋久島と下北半島西部の地域個体数について継続

的な調査を行っている｡

1)平成11年 1月1日赴任

2)教務補佐員

3)文部技官
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B)野生ニホンザルの保巧および全国のニホンザ

ル個体附 こ関するデータベースの作成

法退邦夫 ･虫山容之

｢西日本ニホンザルフォーラム｣参加者ら

と協力して､野生ニホンザル保正史のための方策を

校黙している｡その一昭として全国の野生ニホン

ザルに関するデーターペースの作成､古分布の復

元,ニホンザルに関する文献日録の作成などを行

っている｡

C)事由のサルの生態学的社会学的研究

渡遇邦夫 ･山口直嗣 3)･冠地富士男 3)

従来からの継続として､ポピュレーション

勤!削こ関する賃料を収集し､各月手引こほぼ全個体

の体誼を測定している｡また集団内でおこった ト

ビカルな出来事や通年の変化について分析を進め

ている｡

D)熱帯林における種多様性保存に関する研究

波速邦夫

熱帯林の保甥と持続的な活用.また未知の

布川i5源を探るEl的で､インドネシアでの現地調

査を行った｡

E)農地に依存するニホンザル央団の生態

室山泰之

三重県に生息する.農作物に対する披啓を

引き起こしている枚数熊田を対象として.おもに

ラジオテレメ トリー法を用いた基礎的な生態調査

をおこなっている.

F)ニホンザルによる農林作物被害に対する直接

的防除法の検討

室山泰之

特定の農作物に対する回避行動を形成する

方法である嫌悪条件付けの実用化と.既存の防除

法である怒気柵や物理柵の効果測定.および新し

い防除技術の開発を目的として､研究所内で飼育

されているニホンザルを対象に研究をおこなって

いる.

G)下北半fTlに生息するニホンザル群の分割と生

息域の変動に関する研死

足摺11成 ･波速邦夫

下北半CJに生息するニホンザル群は､次々

と分裂しながら､生息域を拡大し拭けている｡そ

の経過を追跡すると州 こ.どのような形で安定し

ていくのかについて､縦続的な祝祭を続けている｡

く研究業績)

論文

一英文-

1)Muroyama,Y.&Thierry,B.(1998)Species

differencesofmaleloudcansandtheir

perceptioninSulawesimacaques.Primates
39:115-126.

総統

一和文-

1)立山寮之 (1998)霊長矧 こおける互恵的利他行

動.忠良枕研死 14:165-178.

2)丑山黍之 (1999)もう一つの ｢サル学の現在｣.

生物科学 50:193-204.

3)室山泰之 (1999)利他行動. r霊長規学を学ぶ

人のためにJ(四円利点 ･上原盃男縮).世界思想

社.京都.pp.140-161.

報告 ･その他

一和文-

1)足摺貞成 (1998)r野生｣ とは ? モンキー

282:9.

2)足揮貞成 (1998-99)ニホンザルよもやま話.環

境大学新聞 Vol.1-9.

3)足浮貞成 (1998)下北を去るにあたって.Field
NoteNo.58.

4)足揮貞成 (1999)ニホンザルを大切にしなけれ

ばならないわけ.FieldNoteNo.61.

5)宝山容之 (1998)サルの味覚と企習ITtを考える.

東北ニホンザルの会ニュースレター 6.

6)佐井村教育委fl会 (足摺月成 ;分粒執笹)

(1998)1998.1997年度佐井村北部地域に生息

するニホンザルの生態学的調査報告. ｢天然記

念物 (下北半応のニホンザル)調査報告書一佐

井村に生息するニホンザル｣

7)和田一雄 ･波速邦夫 ･三戸幸久 (1998)閉苑し
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た野猿公苑のその後.ワイル ドライフ ･フォー

ラム 3:191-193.

8)波速邦夫 (1998)幸島を訪れた人とその研究 :

その2､｢ニホンザルの社会構造｣をめぐって.

みやざきの自然 15:18-32.
9)吐過邦夫 (1998)野猿公苑における餌操作の有

効性と限界.ワイル ドライフ ･フォーラム 3:

175-180.

10)波速邦夫(1998)ニホンザル幸島群の繁殖特性

と孤立化の影響.平成6-8年度科学研究費補助金

益盤研究(C)(2)rニホンザル幸島群の生活適応

Lig低下に関する迫伝学的 ･形態学的研究｣研究

成架稚昏蕃pp.12128.研究代表者 :庄武孝義.L

ll)波速邦夫(1998)インドネシアの森林火災とサ

ル :その経紐と現状.日本モンキーセンター年

稚 く平成10年度)財団法人日本モンキーセン

ターpp.66･69.
12)放逸邦夫(1998)幸島を訪れた人とその研究 :

その3,三戸サツエさんと河合雅雄先生.みや

ざきの自然 16.I88-102.

13)放逸邦夫 (1998)下北研究林と足沢さん.東北

ニホンザルの会ニュースレター 5.

学会発表

一和文-

1)出山泰之 (1998)近故地方のニホンザル.西日

本ニホンザル ･フォーラム (1998年12月,犬

山).

2)虫山番之 ･金森弘樹 (1998)ニホンザルにお

ける栄鐘状旭の推定.第14回日本霊長類学会大

会 (1998年6月.岡山).霊長頬研究 14(3):
232.

3)畠山泰之 ･佐野明 (1999)農地に依存するニ

ホンザルの土地利用.第46回日本生態学会大会

(1999年3月.松本).講演要旨集 p.155.
4)岡本暁子 ･松村秀一 ･渡逸邦夫 (1998)野生

ムーアモンキーの個体数変動と生活史.第14回
霊長規学会大会 (1998年6月,岡山).霊長規研

究 14(3):248.
5)波速邦夫 (1998)インドネシア ･パンガンダ

ラン自然保班区で見られたシルバール トンの子

殺しとカニクイザルのヤシの突割り行動.第14

回霊長規学会大会 (1998年6月.岡山).霊長類

研究 14(3):235.

6)波速邦夫 (1998)竹下資料による1970年当時

のニホンザル分布復元と現在.西日本ニホンザ

ルフォーラム(1998年12月,犬山).

7)波速邦夫 (1998)猿害対策とニホンザルの捕

l港間題.西日本ニホンザルフォーラム (1998年
12月.犬山).

サル類保健飼育管理施設

景山 節(施設長 ･兼)･松林消明 ･

後藤俊二 ･鈴木樹理 ･松林伸子1)･

三輪宣勝 2)･熊崎清則2)･阿部政光2)･

釜中座郎 2)･前田典彦2)･勝田ちひろ2)

平成10年度の施設の概要は以下のようであ

った｡

1)施設の改組が概算要求の重点事項として提出

され､平成11年度よりサル施設を転換して新たに

人類進化モデル研究センターが設置されることが

決定した｡新センターは創出育成,他店統御､生

命倫理の3つの研究領域と外国人客員による行動

形成研究領域より構成され､致官全体では､教授､

助教授､助手が各々3名 (客員1を含む),3名.1名

となり3名 (客員1を含む)の純増が認められた｡新

センターはサル施設の業務をすべて引き継ぐとと

もに､新たな研究用サル類の創出育成に関する総

合的研究を進めていくこととなった｡

2)国の経費削減の一環として全国大学の附属施

設予算の削減が行われ､サル施設予井は前年度比

で6.3%の減少となった｡諸経費の値上がりなどで

従来から厳しい施設運営が続いており,かなりの

痛手ではあったが､京大本部および研究所COE予

算より補助を受け10年度はなんとか乗り切ること

ができた｡

3)研究所保有サルで少数のため系統維持が囚菜任

になっているものがあるが､国立感染症研究所筑

波霊長類センターよりリスザル4頭の供与を受け､

繁殖用として飼育することにした｡またアジルテ

ナガザルがオスを出産し系統維持の可能性がでて

きた｡

4)サル施設でのサル頬の保健と飼育管理に関す

る研修のためEl本生物化学センターから野村孝弘

氏が平成10年5月に1週間の研修を行った｡

5)非常勤職員の異動があった｡技能補佐員の逸

1)教務技官 2)技官
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